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１ 国内の状況 災害の激甚化・多発化（全般）

直近
１０年間

災害の
激甚化
多発化
が
加速

出典:大竹市危機管理課オリジナル
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１ 国内の状況 災害の激甚化・多発化（地震） 5

出典:全国地震動予測地図２０２０年版（文部科学省研究開発局地震・防災研究課）

●海溝型
発生周期：数十年～数百年

太平洋側
多くの海溝が３０年以内に
高確率で発災

●活断層（直下型）
発生周期：数百年～数千年
それぞれ±数百年の誤差

※活断層（直下型）
周期誤差大のため
発生確率は
当てにならず
常に起こり得る
ことを意味する。

国内統計データ
過去２００年間
大被害の地震
●海溝型：２０年１回
●断層型：１０年１回

断層型
地震

（直下型）

2020年から30年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率
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２ 広島県の特徴 土砂災害

出典:ひろしまマイ・タイムライン
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○ 山地（７割）
○ 沿岸部
○ 島しょ部

多彩な地形 ⇒ 様々な風水害が発生



２ 広島県の特徴 土砂災害

出典:ひろしまマイ・タイムライン

花こう岩（マサ土）⇒土砂災害：弱
古生層 ⇒土砂災害：強

大竹市
全般：花こう岩（マサ土）
小瀬川沿い一部：古生層
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２ 広島県の特徴 土砂災害

出典:ひろしまマイ・タイムライン

大竹市被害

大竹市被害

大竹市
７０年間

大規模災害
の経験なし

広島県
土砂災害
頻繁に発生
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思い込み
「今回も大丈夫だ」

正常化バイアス

防災上の弱点



２ 広島県の特徴 地震 南海トラフ（海溝型）

出典:広島県地震被害想定報告書（H25,10）

震源域

広島県は震源域の範囲外

震度 広島県：最大７ （大竹市：最大６強）

津波 広島県：最大３．５ｍ（大竹市：最大３ｍ）

震度 津波

大竹

大竹
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２ 広島県の特徴 地震 安芸灘断層群（直下型）

出典:広島県地震被害想定報告書（H25,10）

岩国・五日市断層発災時
（大竹市直下型地震）
震度 広島県：最大６強

（大竹市：最大６強）

大竹

震度

断層帯

大竹
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３ 大竹市の特徴 全般

玖島川

小瀬川

弥栄ダム
（治水・利水ダム）
※貯水量：中国地区３位

渡ノ瀬ダム
（利水ダム）

小瀬川ダム
（治水・利水ダム)

豪雨洪水⇒
毎年避難指示

大竹市全般（JR線より山側）
豪雨・土砂⇒毎年避難指示

栗谷地区

台風高潮
発生地区

出典:大竹市危機管理課オリジナル

13災害の種類 特 徴

豪
雨

土砂

脆弱性は県内他市町と同等
小規模 山間部通行止⇒毎年発生

避難指示⇒毎年発生
大規模 少ない（運が良かった）

洪水

玖島川：渡ノ瀬ダム調整力小
増水⇒避難指示⇒毎年発生

小瀬川：弥栄ダム
調整力大⇒下流安全性高
能力不能時⇒大洪水発生

台
風

土砂
豪雨に同じ

洪水

暴風 地形上：被害少（四国がブロック）

高潮
満潮時と最接近が同時・台風中心が大竹
の西を北上する場合

⇒玖波海岸・高潮発生通行止

地
震

南海
トラフ
(海溝型)

地震動 震度５強～６強

津波
最大３m（堤防が崩壊しない限り
安全）

安芸灘
断層群
(直下型)

地震動 震度６弱～６強

津波 なし



14

災害対策本部設置 ： ２回
避難場所開設 ： ４回

令和３年度の状況３ 大竹市の特徴



３ 大竹市の特徴 令和２年度の状況

月日 区分
警戒レベル：
避難情報

災害対策
本部

避難
場所

状況
（対象地区）

人的
被害

７月
６日

大雨

４：避難勧告
４：避難指示

設置 開設
渡ノ瀬ダム放流⇒玖島川増水
（栗谷地区）

なし

３：避難準備
高齢者等避難開始

設置 開設
豪雨
（大竹・木野川手・小方・阿多田・玖
波・松ケ原）

なし

７月
７日

大雨
３：避難準備
高齢者等避難開始
４：避難勧告

設置 開設
豪雨（JR山陽本線より山側の市内全
域）

なし

７月
１４日

大雨
４：避難勧告
４：避難指示

設置 開設
渡ノ瀬ダム放流⇒玖島川増水
（栗谷地区）

なし

９月
6～7
日

台風
１０
号

２：暴風波浪警報 なし

自主
避難
のみ
対応

大竹市は強風域のみ
最接近後,玖波海岸通行止（高潮）

なし

災害対策本部設置・避難場所開設：３回実施
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この
やり方
では
住民を
守れない

従来の
考え方

住民の
命は
行政が
守る

時代が求めているもの

自助：自らの命は自らが守る

共助：地域コミュニティによる
助け合い（自主防・防災
リーダー）

公助：行政は地域コミュニティ
を支援、住民が適切な
行動を取れるよう全力
で支援

平成３０年１２月 中央防災会議・防災対策実行会議（30年7月豪雨災害・避難
に関するワーキンググループ）報告書より

＜国民の皆さんへ～大事な命が失われる前に～＞
「行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能です。自然
の脅威が間近に迫っているとき、行政が一人ひとりを助けに行くことはできま
せん。行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください。」

平成２３年
東日本震災

平成２８年
熊本地震

平成３０年
７月豪雨

時代が求める防災のあり方の変化
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19
５ 避難情報

② 警戒レベル３～５
総合判断に基づき
各市町が独自に決定・発令

①警戒レベル１～２
気象庁の発表情報に基づき
自動的に設定・発令
（市町は発表しない）

③ 警戒レベル３ 高齢者等避難

高齢者とは、避難に時間を要
する人全て（ご高齢の方・障害
のある方・乳幼児・・）

④ 警戒レベル４ 避難指示
避難すべき場所にいる人全員
避難を完了

⑤ 警戒レベル５ 緊急安全確保

逃げ遅れた人の緊急手段

内閣府チラシ



20警戒レベルと防災気象情報

防災気象情報警戒レベル

左側：警戒レベル○ ⇔ 右側：防災気象情報（警戒レベル○相当）
必ずしも一致しません。慌てずに市の発令情報を確認

５ 避難情報
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分散避難とは

屋内安全確保

① ②

③

複数の避難先・避難方法を用意してお
き、状況に応じて使い分ける避難方法
元々：コロナ対策（密を避けるため）
⇒様々な不測事態に適
⇒コロナ禍後も継続可能性あり

６ 避難行動のあり方

避難とは

「難」を「避」けること。
「指定避難場所」だけが避難ではない。
避難移動中に被災する事例あり
⇒ 分散避難によるリスク回避必要

立退き避難
① 行政が指定した避難場所
② 安全な親戚・知人宅
③ 安全なホテル・旅館

内閣府チラシ



23避難行動の解説

警戒レベル
（避難情報）

避難区分

適用区分

土砂 洪水 高潮 津波

警戒
区域

浸水
区域

浸水
区域

浸水
区域

レベル５
(緊急安全確保)

緊急安全確保 △ △ △ △
-------レベル４の間に必ず避難を完了する---------

レ
ベ
ル
３

(

高
齢
者
等

避
難)

レ
ベ
ル
４

(

避
難
指
示)

屋内安全確保 ✕ ○
※条件付

○
※条件付

△

立退き避難 ○ ○ ○ ○

凡例 ◯：望ましい行動
△：状況により避難者自身が判断
✕：危険・避けるべき行動
※ 条件付：後述する「３つの条件」が必要

適用外

内水
氾濫

対象外

発令基準
未確定
↓

避難情報
発令なし

大竹市作成資料
６ 避難行動のあり方

土砂災害
（赤色）特別警戒区域
（黄色）警戒区域
どちらも立退き避難が必要



24各自で学習出典：内閣府ガイドライン６ 避難行動のあり方
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出典：内閣府ガイドライン

各自で学習６ 避難行動のあり方
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３つの条件（洪水・高潮に対する屋内安全確保）

出典：内閣府ガイドライン６ 避難行動のあり方

❶家屋倒壊等氾濫想定区域
❸浸水継続時間

国交省ハザードマップで確認可能
⇒ 後で実例表示
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① 家屋倒壊等氾濫想定区域 出典：国交省国土地理院
（重ねるハザードマップ）

６ 避難行動のあり方

大竹市内：弥栄ダム下流の小瀬川のみに設定
家屋の流出・倒壊が発生 ⇒ ✕ 屋内安全確保

◯ 立退き避難
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③ 浸水継続時間 出典：国交省国土地理院
（重ねるハザードマップ）

６ 避難行動のあり方

大竹市内：一部は１日以上（黄色区域）
屋内安全確保：浸水継続時間以上の備蓄品が必要



29各自で学習

出典：内閣府ガイドライン

６ 避難行動のあり方
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避難所
緊急
避難場所

⚫災害が発生し、地域全体が
危険になったときに避難す
る場所で、災害がおさまるま
で一時的に待つ場所

⚫基本的に、食料や水の備え
なし

⚫一般的に、大規模な公園や
緑地、大学などが指定

⚫大竹市は、初動で開設

⚫地震などにより家屋の倒壊や
焼失などの被害者、または現に
被害を受ける恐れがある者が、
一定期間避難生活をする場所

⚫ 飲料水やトイレなど備えあり

⚫具体的に、小中学校や公民館
などの公共施設が指定

⚫大竹市は、緊急避難場所の一
部が避難所と同一施設

７ 緊急避難場所・指定避難所
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大竹市緊急避難場所・指定避難所一覧

緊急避難場所 避難所

７ 緊急避難場所・指定避難所

大竹市作成資料
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別添資料参照

市の管理する
緊急避難場所

他機関及び地域
で管理する
避難場所

第１次避難場所

第２次避難場所

７ 緊急避難場所・指定避難所

大竹市作成資料



34市の管理する緊急避難場所

開設のタイミング
自主避難者対応（警戒レベル２以上）
⇒市役所（24時間）
総合市民会館（開館時間のみ）

避難場所開設開始（警戒レベル３）
⇒対象施設
（コロナ禍）
第１・第２次避難場所
（なるべく同時開設）

（通常）
第１次避難場所優先
状況により第２次を開設
※ 必要な地区のみに限定

ペット同伴対応
総合市民会館・大竹会館

７ 緊急避難場所・指定避難所

【表の見方】
○：安全に避難できます。
✕：避難所として開設しません。
2階以上：２階より上へ避難してください

開設・運営：市職員が実施
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他機関及び地域で管理する避難場所

７ 緊急避難場所・指定避難所

市職員：配置なし
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37８ 避難情報の入手方法

大竹市が発表

警戒
レベル

避難情報

５ 緊急
安全確保

４ 避難指示

３ 高齢者等
避難開始

大竹市 市民

発表方法
入手方法

聴
覚

固定
電話

携帯
電話

スマ
ホ

パソ
コン

地上波
テレビ

①防災
行政無線
（戸別受信機）

〇

②災害情報
テレホン
サービス

〇 〇 〇

③防災メール 〇 〇 〇

④ホームページ 〇 〇

⑤
Ｌアラート

⑤-１
緊急速報メール
エリアメール

〇 〇

⑤-２
テレビ情報

〇

警戒レベルの発表・入手

大竹市は発表しない

自動 気象庁発表

２
大雨・洪水・高潮
注意報

１ 早期警戒情報

大竹市作成資料
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防災行政無線
多数のスピーカーで市内
を網羅

屋外にいる人が聞きとれ
るように設置

⇒室内では聞きとれない
事がある

⇒複数の他手段との併用
が必要

①防災行政無線
８ 避難情報の入手方法
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②災害情報テレホンサービス

・放送と同等の内容を
簡略化し２４時間体
制で自動再生

・６回線あるため（電
話問合せに比べ）混
雑に強い

８ 避難情報の入手方法
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防災メールを
スマホで受信した場合

防災メールの内容を過去にさかのぼって確認できる

③ 防災メール ④ ホームページ

８ 避難情報の入手方法



41③ 防災メール

件名：警戒レベル３「高齢者等避難開始」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp
本文：こちらは防災大竹市役所です。

〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル３高齢者等避難開始を発令します。〇〇地区にお
住まいの高齢者等、避難に時間のかかる方は避難を開始してください。また、避難する際は必
要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設する避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-
city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

件名：警戒レベル４「避難指示」
送信者：otake-city@raiden.ktaiwork.jp
本文：「緊急放送！ 緊急放送！ 警戒レベル４ 避難指示」

こちらは，防災大竹市役所です。
〇〇のため、〇〇地区に対して、警戒レベル４避難指示を発令します。〇〇地区にお住まいの
方は避難してください。また、避難する際は必要な備蓄品等をもって避難しましょう。
開設している避難場所は〇〇地区の第１次及び第２次避難場所すべてです。

登録内容の変更・配信解除は次のリンク先にアクセスしてください。
https://raiden.ktaiwork.jp/service/otake-
city/register/update?aid=3309&uid=cfefc142479e1f36df05be17fdfc110d9ec7c277

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

開設する
避難場所を
記載

対象地区
を記載

８ 避難情報の入手方法
大竹市作成資料



42⑤Ｌアラート

Ｌアラートとは、市町が発令した災 害・避難情報を
テレビ、ラジオ、インターネット、携帯電話、スマホなどを通じて伝達するシステム

８ 避難情報の入手方法
出典：インターネット公開情報
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電話会社
ドコモ
ａｕ

ソフトバンク

⑤-１ エリアメール
緊急速報メール

エリアメール・緊急速報メールとは
Ｌアラート情報として自治体が発令した「災害・避難情報」や気象庁が発令す
る「緊急地震速報」「津波警報」などを電話会社のアンテナを使って市民の携
帯電話・スマホ等に一斉に配信するサービスです。

災害
発生

地震発生

津波発生

自治体

気象庁

対象エリア

対象エリア外

災害・避難情報（作成・配信）

緊急地震速報（自動送信）

津波警報（自動送信）

携帯電話
スマホ

← ドコモ
← au、ソフトバンク

楽天モバイル

８ 避難情報の入手方法
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回線 契約先 エリアメール 緊急速報メール

ドコモ

ドコモ ◯

ahamo ◯

OCN ◯

au

au ◯

povo ◯

UQモバイル ◯

ソフトバンク

ソフトバンク ◯

LINEMO ◯

Ｙモバイル ◯

楽天モバイル ◯

凡例 ◯：対応、✕：非対応

⑤-１ エリアメール
緊急速報メール

８ 避難情報の入手方法
会社別の対応状況

R４年４月現在国内電話会社の回線は、全て適用済

大竹市作成資料
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⑤-２ （地上波）テレビ情報

朝日放送系
の例

ＮＨＫの例

Ｌ型に文字が入る
⇒ 名称「Ｌ字放送」

８ 避難情報の入手方法

出典：インターネット公開情報



１ 国内の状況（災害の激甚化・多発化）

２ 広島県の特徴

３ 大竹市の特徴

４ 時代が求める防災のあり方の変化

５ 避難情報

６ 避難行動のあり方

７ 緊急避難場所・指定避難所

８ 避難情報の入手方法

９ 大竹市ハザードマップ

次 第 46



47９ 大竹市ハザードマップ

国交
省

広島
県

大竹
市

災害種別 災害規模
データ
作成元

根拠法令 作成年

× 〇 〇

洪
水
災
害

玖島川 浸水区域 1000年に1度の大雨 ※１ 広島県 水防法 令和3年度（初）
〇 〇 〇

小瀬川

浸水区域 1000年に1度の大雨 ※１ 国交省 水防法 令和2年度更新

〇 ×
△
リンク
のみ

家屋倒壊
等氾濫
想定区域

1000年に1度の大雨 ※１ 国交省 水防法
平成28年度（初）
令和２年度更新

〇 〇
△
リンク
のみ

浸水
継続時間 1000年に1度の大雨 ※１ 国交省 水防法

平成28年度（初）
令和２年度更新

× × △
新町川
大膳川
惠川

浸水区域
独自シュミレーション
（50年に1度の大雨）

大竹市 ― 平成27年度以前

〇 〇 〇 土砂災害 ※２
国交省
広島県

土砂災害
防止法 ※７

令和2年度更新

〇 〇 〇 津 波
南海トラフ巨大地震

による津波 ※３
広島県

地震対策
特別措置法

平成25年度（初）

× △ 〇 地 震
南海トラフ巨大地震 ※４
安芸灘断層地震

広島県
地震対策
特別措置法

平成25年度（初）

〇 〇 〇 高 潮
県指導ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
（30年に１度の台風）※５

広島県 ― 平成20年度

〇 〇 × 高 潮 想定最大規模台風 ※６ 広島県
水防法
(ハザードマップ
としては未適用)

令和3年度（初）

ハザードマップ等の公開状況

※１：1,000年に1度の大雨＝小瀬川流域の24時間総雨量428mm
※２：地形や地質、土地の利用形態などを現地測量し、土石到達範囲などを計算し算出
※３：南海トラフ巨大地震による津波＝潮位が年間で最も高い時に南海トラフ巨大地震による津波が発生し、堤防が機能しない場合
※４：南海トラフ巨大地震＝大竹市にマグニチュード9.1、最大震度6強、約4分間揺れが続いた場合
※５：30年に1度の台風＝伊勢湾台風の規模でルース台風の経路を通り、堤防が機能した場合
※６：想定最大規模台風＝室戸台風の規模、伊勢湾台風の半径と速度の台風が、潮位偏差が最大となる経路を通り、堤防が決壊した場合
※７：土砂災害防止法＝土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

〇：WEBﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ対応
△：PDFデータのみ公開
×：未対応



48大竹市

広島県

浸水
深ｍ

大竹市 広島県 国交省

10.0

5.0

3.0

2.0

1.0

0.5

0.3

国交省

洪水災害ハザードマップ 浸水深 表示の違い

表示方法に
違いはある
が同じデータ
に基づく



49９ 大竹市ハザードマップ

大竹市ホームページ（トップページ）

防災マップ
選択
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①選択

②選択

③選択
③選択

④同意する
選択

９ 大竹市ハザードマップ
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土砂災害

②避難場所クリック

自宅場所が色付きの場合
⇒ 家屋被害の恐れあり
⇒ 立退き避難

③ 警戒区域・特別警戒区域

④

①災害種類

９ 大竹市ハザードマップ
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洪水災害

９ 大竹市ハザードマップ



53

解説終了


